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いる。アドベンチャー教育は教育哲学者 Kurt Hahn が提唱し、世界中で実践され
ている Outward Bound が基となっている。Outward Bound は人間教育を目指した
教育であり、ACP は Outward Bound を元に、学校教育システムの中に導入するた
めに開発された Project Adventure Inc.の手法とコミュニケーションスキルを高め
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 2015 年度神田外語大学体育・スポーツセンターが開講している授業科目 ACP 




 Pre 調査は 2015 年 9 月 14 日大学内でおこなわれた初回オリエンテーションで
研究の目的と調査用紙の扱い方について説明をおこない、同意書にサインをし、
賛同を得た対象者全員が同じ場所で記入をしてもらった。Post 調査は 2016 年 1






 本研究では白井 1)、赤川 2)が指摘している自己認知のズレを考慮し、対象群の
Pre コミュニケーションスキル及び言語不安得点を四分位で求め、得点の低かっ
た 0～25％を下位群、真ん中の 25％～75％を中位群、高い得点だった 75～100％
を上位群に分け群の構成を図った。その得点を基に Pre、Post 間の平均値比較に
は Mann-Whitney の U 検定を用いた。また下位群、中位群、上位群における 3 群
間においては、Kruskal Walls 検定を用い、それらは SPSS Statistics22 for Windows




を採用した。調査項目は 5 項目から成り、非常に良くあてはまる＝6 点、あては
まる＝5 点、少しあてはまる＝4 点、あまりあてはまらない＝3 点、あてはまらな





CONTROL、REGULATION の頭文字、及び複数の s を付けた）モデルを採用した。





 本研究においては 1 グループの人数を 11 名と 12 名（使用言語は全て日本語）
とした。授業全体では 3 班編成であったが、もう一つのグループの使用言語を英
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尺度と同様に 3 群間のズレを明らかにするため、事前調査において 3 群間におけ



























































































1.07 0.154.08 1.07 3.93
3群間　P
4.39 0.73
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